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Main presenter 青樹隊員

【中学生日誌VOL.4】（p17)

矢祭中学校３年　鈴木祐生さん・菊池吏紗さん

【矢祭人　まちのかがやく人・頑張る人VOL.66】（p19)

矢祭町グラウンド・ゴルフ協会事務局長　室伏富士雄さん

【巻頭記事】(p2~3)

第２回鮎釣り大会（やまつりCUP）

【地域の夏祭り】（p6~7)

中山祭 ニュータウンふれあい盆踊りなど



　

８
月
17
日
（
土
）、
久
慈
川
及

び
そ
の
流
域
の
自
然
生
態
系
の
保

全
、
豊
か
な
自
然
と
触
れ
合
い
交

流
で
き
る
場
の
維
持
を
目
的
と
し

た
、ゆ
ず
と
鮎
の
里
「
や
ま
つ
り
」

第
２
回
鮎
釣
り
大
会
（
や
ま
つ
り

Ｃ
Ｕ
Ｐ
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
久
慈
川
の
東
橋
付
近

を
大
会
本
部
と
し
て
、
矢
祭
橋
か

ら
道
ヶ
作
堰
間
で
実
施
さ
れ
、
北

は
宮
城
県
、
南
は
千
葉
県
か
ら
の

参
加
者
も
お
り
、
89
人
の
太
公
望

が
久
慈
川
で
の
鮎
釣
り
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　

競
技
は
、
午
前
８
時
30
分
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
て
正
午
ま
で
行
わ

れ
、
本
部
で
の
検
量
を
受
け
順
位

が
決
定
す
る
と
、
大
会
本
部
前
に

お
い
て
５
位
ま
で
を
表
彰
す
る
と

と
も
に
、
参
加
者
全
員
へ
抽
選
に

よ
り
賞
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
参
加
者
が
釣
り
上
げ
た

約
５
０
０
匹
の
鮎
は
、
ユ
ー
パ
ル

矢
祭
駐
車
場
で
開
催
さ
れ
た
盆
踊

り
会
場
で
塩
焼
き
に
し
、
訪
れ
た

方
に
無
料
で
振
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

＊
大
会
結
果
は
左
記
表
参
照

第２回鮎釣り大会
ゆずと鮎の里「やまつり」

やまつり
Ｃ  Ｕ  Ｐ

23

順　位 氏　名 住　所 尾　数 重　量

優勝 明
みょうが

賀　新
あらた

茨城県取手市 21 匹 710g

準優勝 広
ひろはら

原　功
いさお

茨城県城里町 16 匹 719g

第３位 鈴
すずき

木　博
ひろと

斗 福島県棚倉町 16 匹 484g

第４位 森
もりた

田　孝
たかし

茨城県水戸市 15 匹 645g

第５位 佐
さとう

藤　武
たけお

男 福島県矢祭町 14 匹 622g

■大会結果一覧

※順位については、尾数により決定。同尾数であった場合には、総重量が多い
順で決定。
※優勝から第３位までには賞状とトロフィーを贈呈。

１_鮎を釣り上げる大会参加者　２_久慈川に集った太公望たち　３_大
会参加者へゆずシャーベットを配布するゆずっこあゆっこ（キッズサポー
ター）　４_表彰を受けた優勝から第５位までの参加者
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２

３

４



小
さ
な
し
こ
り
が
で
き
て
き
ま

す
。
こ
の
し
こ
り
に
早
く
気
づ

く
た
め
、
自
分
で
調
べ
る
こ
と

を
「
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
」
と
い

い
ま
す
。

　

調
べ
る
時
期
は
、
毎
月
生
理

が
終
わ
っ
た
１
週
間
後
く
ら

い
。
ま
た
、
閉
経
後
は
日
を
決

め
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
お
風

呂
に
入
っ
た
際
に
手
に
触
れ
や

す
く
な
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、

入
浴
時
に
乳
房
を
触
る
習
慣
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

９
月
28
日
（
土
）・
29
日
（
日
）

に
矢
祭
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
実
施
し
ま
す
。
昨
年
度
受
診

し
な
か
っ
た
方
で
、
申
込
み
を

し
忘
れ
た
方
は
、
追
加
申
込
み

を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の

で
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
せ
く

だ
さ
い
。

　

矢
祭
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
４
６
‐
４
５
８
１
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Health 
information
健康情報

乳
が
ん
検
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

乳
が
ん
は
、
女
性
が
発
症
す
る
一
番
多
い
が
ん
で
す

　

乳
が
ん
は
、
女
性
に
一
番
多

い
が
ん
で
、
40
〜
50
歳
代
を

ピ
ー
ク
に
発
症
や
死
亡
が
増
加

し
て
お
り
、
日
本
人
女
性
の
約

11
人
に
１
人
が
生
涯
で
乳
が
ん

に
か
か
る
危
険
性
が
あ
り
ま

す
。
男
性
が
発
症
す
る
事
も
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
頻
度
は
女
性

の
１
０
０
分
の
１
程
度
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

表
１
は
、
国
立
が
ん
研
究
セ

ン
タ
ー
保
健
社
会
学
研
修
部
で

示
し
て
い
る
年
代
別
の
受
診
し

て
ほ
し
い
が
ん
検
診
の
順
位
で

す
。

　

対
象
年
齢
に
達
し
た
ら
、
乳

が
ん
検
診
を
受
け
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
検
診
を
受
け
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
乳
が
ん
を
早
期
に

発
見
で
き
た
り
、
が
ん
の
早
期

発
見
に
よ
り
、
が
ん
治
療
の
負

担
が
軽
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

７
月
25
日
に
開
催
さ
れ
た
乳

が
ん
学
習
会
の
中
で
も
、
乳
が

ん
検
診
を
受
診
す
る
こ
と
の
大

切
さ
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

乳
が
ん
検
診
の
実
施
方
法

は
、
表
１
の
と
お
り
40
歳
以
上

の
方
を
対
象
に
２
年
に
１
回
実

施
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
前

年
度
に
受
診
し
な
か
っ
た
方
に

つ
い
て
は
、
翌
年
度
に
受
診
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
30
歳
代
の
方
は
、
検

診
の
対
象
者
と
な
り
ま
せ
ん
の

で
、
乳
が
ん
の
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ

ク
を
定
期
的
に
行
い
、
異
常
を

感
じ
た
場
合
に
は
外
科
の
受
診

を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

乳
が
ん
は
多
く
の
場
合
、
乳

房
の
中
に
固
く
て
痛
み
の
な
い

乳
が
ん
を

早
期
発
見
す
る
に
は
？

20歳～30歳代 40歳代 50歳代 60歳代

子宮頸がん
（２年に１回）

乳がん
（２年に１回）

乳がん
（２年に１回）

大腸がん
（毎年）

子宮頸がん
（２年に 1回）

大腸がん
（毎年）

胃がん
（２年に１回）

大腸がん
（毎年）

胃がん
（２年に１回）

乳がん
（２年に１回）

胃がん
（２年に１回）

肺がん
（毎年）

肺がん
（毎年）

肺がん
（毎年）

子宮頸がん
（２年に１回）

子宮頸がん
（２年に１回）

表１：女性に必ず受けて欲しいがん検診（上から順になりやすい）

乳
が
ん
検
診
の

実
施
方
法

乳
が
ん
の

セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク

年　齢 検　診　の　方　法

40歳～49歳 マンモグラフィ２方向と視触診、問診を２年に１回度実施

50歳～64歳 マンモグラフィ１方向と視触診、問診を２年に１回度実施

65歳以上 マンモグラフィ１方向と問診を２年に１回度実施

表２：矢祭町の乳がん検診の方法

月　　日　　令和元年 9月 15日（日曜日）
会　　場　　ユーパル矢祭
受付時間　　午前８時～９時３０分
式典開始　　午前９時３０分～

【敬老会の受付に必要な物】
・招待状（ハガキ）
・印鑑（80歳以上の方のみ）
・受賞案内通知（80歳到達者及び金婚夫婦）
＊本人が出席できない場合は、ご家族に敬老祝い金と記念品をお渡しします。

令和元年度敬老会

皆様のお越しを心よりお待ちしております

令
和
元
年
度

乳
が
ん
検
診
日
程

問
い
合
わ
せ

（例
）

会員
番号
　99
9-99
-999
999

利用
日　
2019

/9/28
　１
回やまっ

ぴー　
様

今回
ポイ
ント

累計
ポイ
ント

50P

100P

※やまっぴーカー

ドを持っている方

は、検診会場にご

持参下さい。

▲昨年の敬老会で行われた抽選会。今年も実施予定ですので、
ぜひ会場にお越しください。

　矢祭町保健福祉センターにおいて、保健推

進員を対象として開催しました。

　塙厚生病院外科の金澤匡司先生を講師に迎

え、乳がん発症リスクの様々な要因について

講話をいただきました。

保健推進員を対象に乳がんについての学習会
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１

１

４

１

３ ２

　

今
夏
も
町
内
各
地
に
お
い
て
、

様
々
な
夏
祭
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ど
の
祭
り
も
実
行
委
員
の
方
を
中
心

に
厳
正
か
つ
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
多

く
の
人
で
賑
わ
い
、
新
た
な
伝
統
が

築
か
れ
ま
し
た
。

●
中
山
祭
「
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
ふ
れ
あ

　

い
盆
踊
り
」
…
８
月
12
日
（
月
）

　

▼
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
中
山
集
会
所
・

　
　

集
会
所
前
広
場
で
開
催
さ
れ
た

　
　

盆
踊
り
大
会
。（
下
写
真
）

●
戸
塚「
百
八
灯
」…
８
月
15
日（
木
）

　

▼
百
八
の
火
の
明
か
り
に
先
祖
の

　
　

水
難
供
養
と
地
域
の
安
全
を
祈

　
　

る
。（
左
写
真
）

●
大
盆
踊
り
大
会
…
８
月
17
日（
土
）

　

▼
ユ
ー
パ
ル
矢
祭
駐
車
場
を
会
場

　
　

に
町
商
工
会
青
年
部
が
主
催
す

　
　

る
盆
踊
り
大
会
。（
左
下
写
真
）

中山祭
ニュータウン
ふれあい盆踊り

１．会場中央に設置されたやぐらから響
く太鼓の音色に合わせて踊る来場者／２．
日中に行われた流しそうめん／３．仮装
などをしながら盆踊りを楽しむ来場者

地域の

戸塚
「百八灯」
１．提灯を持って区内をまわる参列者／
２．区内をまわり終え境内へと戻る参列
者／３．国道１１８号沿いで待機する参
列者／４．中央団地裏手の農道沿いに灯
された百八の灯火

３ ２

大盆踊り大会
（商工会青年部主催）
１．太鼓の音に合わせ盆踊りを楽しむ来
場者／２．迫力ある YOSAKOI 演舞の披露
／３．レイ・アロハによる華麗なフラダ
ンスの披露／４．盆踊り会場に設置され
たやぐら
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今
年
で
７
年
目
と
な
る
目
白
大

学
（
東
京
都
新
宿
区
）
の
学
生
に

よ
る
農
業
体
験
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
学
生
た
ち
は
、
次
の
テ
ー
マ

に
沿
っ
て
町
内
各
受
入
農
家
等
で

都
会
で
は
で
き
な
い
よ
う
な
こ
と

に
挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。

①
食
料
供
給
地
で
あ
る
農
村
に
宿

　

泊
し
、
農
作
業
・
食
品
加
工
体

　

験
等
を
通
し
て
、
農
業
の
現
状

　

に
理
解
を
深
め
る
。

②
体
験
型
農
業
な
ど
の
新
た
な
取

　

組
み
や
、
地
元
食
材
を
用
い
た

　

郷
土
料
理
作
り
の
実
践
を
通
じ

　

て
、
農
業
や
農
産
物
を
新
た
な

　

視
点
か
ら
見
つ
め
直
す
。

③
学
生
の
視
点
か
ら
見
る
こ
と
で

　

矢
祭
町
の
農
業
の
新
た
な
強
み

　

を
発
掘
す
る
と
と
も
に
、
特
産

　

品
等
の
開
発
に
つ
な
げ
る
。

目白大学農業体験

■農業体験スケジュール（8月 26日～ 30日）
日　付 内　容

８月２６日（月） ・町の概要説明等

８月２７日（火） ・各受入農家での農業体験
・矢祭小放課後児童クラブ運営補助

８月２８日（水）
・各受入農家での農業体験
・ゆず圃場の見学・収穫体験
     【矢祭南ゆず生産組合】

８月２９日（木）
・各受入農家での農業体験
・ブルーベリージャム作り体験
     【有限会社でんぱた】

８月３０日（金） ・そば打ち体験
     【農家民泊保木山】

■農業・農産物加工体験受入農家等一覧
受入農家等 主な内容

ＦＵＪＩＴＡ農園 花きの栽培管理

日渡きのこ園 菌床しいたけの管理

有限会社甚右衛門 トマトの栽培管理

矢祭南ゆず生産組合 ゆず圃場管理

有限会社でんぱた 農産物加工

農家民泊保木山 そば打ち体験 農業体験に参加した目白大の学生と教員

【矢祭小放課後児童クラブ】体験１

　矢祭小放課後児童クラブでは、小学生の子ど
もたちが行う宿題の補助を行なった後、ドミノ
やレゴブロック、お絵かき、屋外でのボール遊
びなどを一緒にしました。
　子どもたちのエネルギーに圧倒されていまし
たが、充実した時間を過ごしました。

　「ＦＵＪＩＴＡ農園」では、ポインセチアの
枯れ葉の除去作業や鉢の棚移動（大きく育った
ものを別の棚に移動させる）などを体験しまし
た。ハウスの暑さにもめげず、藤田玄夫さんに
教えられたことを頭にいれながら、丁寧に作業
を行いました。

▲子どもたちとレゴブロックで遊ぶ学生

▲▶ポインセチアの枯れ
葉除去作業をする学生と
教員

花きの栽培管理【ＦＵＪＩＴＡ農園】体験２

菌床しいたけの管理【日渡きのこ園】体験３

　「日渡きのこ園」では、菌床の袋にゴムをか
けてビニールをめくるバンドかけ作業を体験し
ました。数千個もの菌床にバンドをかける尾亦
準一さんの苦労を体感しました。

　「有限会社甚右衛門」では、代表の髙信甚一
郎さん指導のもと、ひょうたんの収穫を体験し
ました。収穫されたひょうたんは、首都圏の学
校で美術教材として使用されるそうです。

▲作業中の学生と尾亦さん
◀いしづきのカット作業を行う
学生と教員

トマトの栽培管理【有限会社甚右衛門】体験４

▲ひょうたんを収穫した学生と教員
▶甚右衛門で栽培されたひょうたん

ゆず圃場管理【矢祭南ゆず生産組合】体験５

　「矢祭南ゆず生産組合」では、悪天候のため、
組合長の緑川裕之さんに茗荷地域でのゆず生産
について伺い、ゆず圃場を見学し、収穫等も体
験しました。

　「有限会社でんぱた」では、代表の鈴木正美
さんから説明を受け、ブルーベリージャム作り
に挑戦しました。完成したジャムは、小瓶に詰
めて思い思いのラベルを張り持ち帰りました。

▲緑川さんに案内され
圃場の急斜面を登る学
生と教員
◀収穫体験中の学生

農産物加工【有限会社でんぱた】体験６

▲完成したジャムと学生、青砥さん
▶鍋でブルーベリーを煮詰める学生

そば打ち体験【農家民泊保木山】体験７

　最終日には、リフレッシュふるさとランド調
理室で「農家民泊保木山」の佐川富夫さん陽子
さんご夫婦指導のもと、そば打ちを体験しまし
た。また、そば打ちと一緒にピーマン・茄子・
さつまいも・しし唐・しいたけなどの天ぷらや
かき揚げなども作り、出来上がったそばととも
に期間中お世話になった受入農家さんたちを招
いた昼食会で振舞い、おいしくいただきました。

▲昼食会後に期間中お世話になった受入農家さんを交えての記念撮影
（左）／そば打ち体験をする学生（右）
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サマーショートボランティア実施
　

矢
祭
町
社
会
福
祉
協
議
会
が

主
催
し
、
毎
年
行
わ
れ
て
い
る

矢
祭
中
学
校
１
年
生
〜
２
年
生

を
対
象
と
し
た
サ
マ
ー
シ
ョ
ー

ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル
が

７
月
29
日
〜
８
月
８
日
の
間
で

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

29
回
目
と
な
っ
た
今
回
は
、

42
名
が
受
講
し
、　

７
月
26
日

に
行
わ
れ
た
開
講
式
で
は
、
一

人
暮
ら
し
高
齢
者
に
向
け
た
暑

中
見
舞
い
は
が
き
を
作
成
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
８
月
９
日
の
閉
講
式

で
は
、
活
動
の
振
り
返
り
を

行
っ
た
後
、
修
了
証
と
記
念
品

が
受
講
生
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

◀
矢
祭
小
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

　矢祭小放課後児童クラブでは、子ども
たちと一緒に遊んだり、生活や活動の援
助、読み聞かせ、学習の見守りなどを行
いました。

　やまつりこども園（幼児教育部）では、
園児と一緒に遊んだり、給食・おやつの
準備や援助、プール遊びの手伝いなどを
行いました。

事　業　所　名

 やまつりこども園（幼児教育部）

 やまつりこども園（保育部）

 矢祭小放課後児童クラブ

 カンガルーくらぶ

■受け入れ事業所一覧

◀
や
ま
つ
り
こ
ど
も
園　

幼
児
教
育
部

種　別 旧　料　金 新　料　金

し尿収集手数料
基本料金（180ℓ）　　　   1,610円 基本料金（180ℓ）　　　   1,650円

18ℓ毎   　　    　　　　　　161円 18ℓ毎   　　    　　　　　　165円

し尿浄化槽清掃手数料
基本料金（1,000ℓ）10,800 円 基本料金（1,000ℓ）11,000 円

100ℓ毎　　　　　　 1,080 円 100ℓ毎　　　　　　 1,100 円

■改定料金表

東
白
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

し
尿
及
び
浄
化
槽
の
収
集
料
金
等
改
定

　

東
白
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
、

令
和
元
年
10
月
１
日
よ
り
、
し
尿
及

び
浄
化
槽
の
収
集
・
清
掃
料
金
を
改

定
し
ま
す
。
改
定
後
の
料
金
等
に
つ

き
ま
し
て
は
、
下
記
改
定
料
金
表
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
当
施
設
は
一
般
廃
棄
物
処

理
施
設
で
す
。
畳
・
建
材
は
、
業
者

に
よ
る
家
屋
の
解
体
・
リ
フ
ォ
ー
ム

等
に
よ
り
発
生
し
た
場
合
、
産
業
廃

棄
物
と
な
る
た
め
、
受
け
入
れ
が
で

き
ま
せ
ん
。
自
宅
に
保
管
し
て
お
い

た
も
の
な
ど
、
や
む
を
得
ず
持
ち
込

む
際
に
は
、
処
理
の
都
合
上
、
１
日

あ
た
り
10
枚
以
内
ま
で
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

以
上
２
点
に
つ
き
ま
し
て
、
ご
理

解
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　

な
お
、
詳
細
や
不
明
点
な
ど
に
つ

い
て
は
、
左
記
問
い
合
わ
せ
先
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

東
白
衛
生
組
合
☎
０

　

２
４
７
‐
４
３
‐
０
３
７
８

行    政
N A V I

◀
カ
ン
ガ
ル
ー
く
ら
ぶ

　矢祭町保健福祉センター内で行われて
いるカンガルーくらぶでは、０歳～３歳
児の遊び相手や読み聞かせ、８月７日に
は縁日ごっこの手伝いなどを行いました。

　やまつりこども園（保育部）では、０
歳～２歳児と一緒に遊んだり、給食・お
やつの準備や援助、お昼寝の準備、保育
室の掃除などを行いました。

◀
や
ま
つ
り
こ
ど
も
園　

保
育
部

10
月
１
日
よ
り
や
ま
つ
り
こ
ど
も
園
等
の

保
育
料
が
無
償
化
さ
れ
ま
す

【
幼
児
教
育
部
】
▼
利
用
す
る
３
歳

　

か
ら
５
歳
ま
で
の
全
て
の
子
ど
も

　

た
ち
の
利
用
料
が
無
償
化
。

●
期
間
は
、
満
３
歳
後
の
４
月
１
日

　
か
ら
小
学
校
入
学
前
ま
で
の
３
年
間
。

●
通
園
送
迎
費
、
行
事
費
、
教
材
費

　

な
ど
は
、
保
護
者
負
担
。

●
給
食
の
材
料
に
か
か
る
費
用
（
給

　

食
費
）
に
つ
い
て
は
、
自
宅
で
子

　

育
て
を
行
う
場
合
も
同
様
に
か
か

　

る
費
用
の
た
め
、
幼
稚
園
等
を
利

　

用
す
る
保
護
者
も
自
ら
自
宅
で
子

　

育
て
を
行
う
保
護
者
と
同
様
に
、

　

そ
の
費
用
を
負
担
す
る
事
が
原
則

　

と
な
り
ま
す
の
で
、
無
償
化
後
も

　

保
護
者
負
担
と
な
り
ま
す
。

●
町
外
の
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

　

新
制
度
」
の
対
象
と
な
ら
な
い
幼

　

児
教
育
・
保
育
施
設
で
は
、
無
償

　

化
と
な
る
た
め
の
認
定
や
償
還
払

　

い
の
手
続
き
が
必
要
な
場
合
が
あ

　

り
ま
す
の
で
、
利
用
さ
れ
て
い
る

　

幼
稚
園
ま
た
は
や
ま
つ
り
こ
ど
も

　

園
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。　

【
保
育
部
】
▼
０
歳
か
ら
２
歳
ま
で

　

の
子
ど
も
た
ち
は
、
住
民
税
非
課

　

税
世
帯
を
対
象
と
し
て
利
用
料
が

　

無
償
化
。

●
子
ど
も
が
２
人
以
上
の
世
帯
の
負

　

担
軽
減
の
観
点
か
ら
、
保
育
所
等

　

を
利
用
す
る
最
年
長
の
子
ど
も
を

　

第
１
子
と
カ
ウ
ン
ト
し
、
０
歳
か

　

ら
２
歳
ま
で
の
第
２
子
は
半
額
、 

　
第
３
子
以
降
は
無
償
。（
現
行
ど
お
り
）

【
預
か
り
保
育
利
用
者
】
▼
無
償
化

　

の
対
象
と
な
る
に
は
、
お
住
ま
い

　

の
市
町
村
か
ら
「
保
育
の
必
要
性

　

の
認
定
」
を
受
け
る
必
要
が
あ
り

　

ま
す
。（
原
則
、
幼
稚
園
等
経
由

　

で
の
申
請
）
申
請
書
を
提
出
さ
れ

　

な
い
場
合
は
無
償
化
の
対
象
外
。

●
幼
稚
園
等
の
利
用
に
加
え
、
利
用

　

日
数
に
応
じ
て
、
最
大
月
額
１
１
，

　

３
０
０
円
ま
で
の
範
囲
で
預
か
り

　

保
育
の
利
用
料
が
無
償
化
。

問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会
☎
４
６

　

‐
４
５
８
０
／
や
ま
つ
り
こ
ど
も

　

園
☎
５
７
‐
６
５
０
０

◀幼児教育・保育の無償化についてのQ&A
なども掲載されている内閣府の専用ホーム
ページ
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町
民
の
町
政
に
対
す
る
理
解
を

深
め
、
町
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
、

町
長
自
ら
が
町
内
の
地
域
に
出
向

き
、
町
長
と
町
民
が
ま
ち
づ
く
り

に
関
す
る
意
見
交
換
を
す
る
こ
と

に
よ
り
、
今
後
の
町
政
運
営
に
反

映
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
ま
ち

づ
く
り
懇
談
会
が
、
７
月
23
日
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
、
現
在
ま
で
に
３

分
の
１
の
行
政
区
で
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
後
の
日
程
に
つ
い
て
は
、
左

記
表
の
と
お
り
で
す
。（
＊
開
催

日
等
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。）

　

＊
写
真
は
、
８
月
26
日
（
月
）

に
高
山
区
で
行
わ
れ
た
際
に
撮
影
。

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
が

各
行
政
区
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す

月 日 曜日 開催区 開催場所

９月

３日 （火） 真木野区 真木野公民館

17日 （火） 下関河内区 下関河内地区多目的集会施設

25日 （水） 戸塚区 戸塚構造改善センター

■まちづくり懇談会日程表（９月分まで）

上▶区民からの要望に解答する町執行部。
／左▶要望を執行部に伝える区民。／右▶
区民と議論をする佐川町長。

　

農
業
日
誌
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
日
誌
・

新
農
家
歴
は
、
そ
の
内
容
が
農
作
物

の
栽
培
や
農
業
経
営
に
活
か
さ
れ
る

た
め
、
大
変
好
評
を
得
て
多
く
の

方
々
に
ご
利
用
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

　

申
し
込
み
方
法
等
に
つ
い
て
は
、

左
記
の
と
お
り
と
な
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
期
日
ま
で

に
申
し
込
み
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

事
業
課
産
業
グ
ル
ー

　

プ
☎
４
６
‐
４
５
７
６

令
和
２
年
版
農
業
日
誌
等

予
約
申
し
込
み
の
受
付
を
開
始
し
ま
す

【価格】

　・農業日誌▶１冊 1,540 円（税込）

　 ・ファミリー日誌▶１冊 1,540 円（税込）

　・新農家歴▶１冊 550 円（税込）

【申込期限】

　令和元年 9月 30 日（月）

【申込先】

　事業課産業グループ（FAX：0247-46-3025）

【申込方法】

　

【受渡方法】

＊申込期限後のご注文分には、送料がかかりますのでご注
意ください。

　９月６日（金）より回覧している文書に申
込書が添付されていますので、そちらに必要事
項を記入の上、期日までに持参または FAXに
て申込ください。

　農業日誌等が役場に届き次第ご連絡いたし
ますので、役場窓口において代金引換にてお受
け取りください。

【
商
品
券
】　

１
．
住
民
税
非
課
税
の
方
は
、
購

　

入
対
象
者
一
人
に
つ
き
２
万
５

　

千
円
（
販
売
額
は
２
万
円
）

２
．
小
さ
な
乳
幼
児
（
平
成
28
年

　

４
月
２
日
〜
令
和
元
年
９
月
30

　

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
お
子
さ
ん
）

　

の
い
る
子
育
て
世
帯
の
方
に
は
、

　

お
子
さ
ん
一
人
に
つ
き
２
万
５

　

千
円
（
販
売
額
は
２
万
円
）

３
．
分
割
購
入
も
で
き
ま
す
。（
５

　

千
円
の
商
品
券
５
回
に
分
け
て

　

購
入
）

４
．
商
品
券
の
１
枚
あ
た
り
額
面

　

は
、
５
０
０
円
で
す
。

【
申
請
方
法
】

　

住
民
税
非
課
税
の
方
に
は
、
矢

祭
町
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
購
入

引
換
券
交
付
申
請
書
が
郵
送
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
記
入
例
に
よ
り

必
要
事
項
を
記
入
し
て
事
業
課
へ

提
出
く
だ
さ
い
。

【
申
請
期
限
】

　

令
和
元
年
10
月
30
日

※
子
育
て
世
帯
（
０
〜
２
歳
児
）
の
世

　

帯
主
の
方
は
、
申
請
不
要
で
す
。

【
購
入
方
法
】

　

９
月
中
旬
か
ら
購
入
対
象
者

に
町
か
ら
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
の
購
入
引
換
券
が
送
付
さ
れ

ま
す
。

　

購
入
場
所
は
、
福
島
銀
行
矢

祭
支
店
及
び
白
河
信
用
金
庫
矢

祭
支
店
の
窓
口
に
な
り
ま
す
の

で
、
購
入
引
換
券
と
身
分
証
明

が
で
き
る
書
類
を
提
示
し
て
購

入
く
だ
さ
い
。

【
購
入
期
間
】

　

令
和
元
年
10
月
１
日
〜
令
和

２
年
３
月
31
日

【
商
品
券
利
用
可
能
店
舗
】

　

矢
祭
町
内
の
指
定
店
舗
に
な

り
ま
す
。
指
定
店
舗
に
つ
い
て
は
、

９
月
中
旬
の
購
入
引
換
券
を
送

付
す
る
際
に
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

事
業
課
産
業
グ
ル
ー
プ
☎
４

　

６
‐
４
５
７
６

消
費
税
・
地
方
消
費
税
率
の
10
％
引
上
げ
に
よ
る

影
響
緩
和
等
の
た
め
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
販
売
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お
そ
ら
く
こ
の
広
報
の
ど
こ

か
に
も
載
っ
て
い
る
こ
と
と
は

思
い
ま
す
が
、８
月
17
日
に﹇
ゆ

ず
と
鮎
の
里
「
や
ま
つ
り
」
鮎

釣
り
大
会
﹈
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
回
は
２
回
目
と
い
う
こ
と

で
し
た
が
、
昨
年
の
大
会
の
効

果
な
の
か
、
募
集
段
階
で
は

１
０
８
名
の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
。、
前
日
の
台
風
報
道
の
影

響
で
、
当
日
の
最
終
的
な
参
加

者
は
89
名
と
な
り
ま
し
た
が
、

昨
年
の
77
名
よ
り
多
く
、
大
会

と
し
て
は
成
功
だ
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
盆
踊
り
会
場
で
鮎
の
塩
焼

き
を
食
べ
て
下
さ
っ
た
方
も
昨

年
よ
り
か
多
か
っ
た
と
聞
い
て

い
ま
す
。

　
「
矢
祭
は
鮎
と
柚
子
の
町
」

い
う
こ
と
を
町
民
の
皆
さ
ん
に

誇
り
を
も
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
、
こ
の
よ
う
な
機
会
が
も
っ

と
も
っ
と
増
え
る
と
い
い
な
と

思
い
ま
す
。

　

釣
り
大
会
実
行
委
員
会
の
事

務
局
の
一
人
と
し
て
、
２
年
間

　

こ
れ
を
書
い
て
い
る
８
月
22

日
段
階
で
は
、
準
備
す
べ
き
も

の
が
盛
り
沢
山
で
ヤ
キ
モ
キ
し

て
い
ま
す
が
、
ち
ゃ
ん
と
オ
ー

プ
ン
で
き
て
い
る
で
し
ょ
う

か
？
（
笑
）

　

矢
祭
町
を
明
る
く
元
気
に
し

た
い
！
と
い
う
気
持
ち
だ
け
で

始
め
る
お
店
で
す
。
こ
れ
か
ら

皆
さ
ん
に
可
愛
が
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
精
進
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

釣
り
大
会
に
関
わ
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
総
括
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
と
、
一
言
で
「
疲

れ
ま
し
た
！
」
で
す
が
、
運
営

側
に
携
わ
る
こ
と
で
、
矢
祭
町

の
可
能
性
、
特
産
品
の
生
産
者

の
方
々
を
知
る
き
っ
か
け
に

な
っ
た
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

去
年
は
、
第
１
回
目
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
右
も
左
も
分
か

ら
ず
、
ガ
ム
シ
ャ
ラ
に
や
っ
て

た
ら
終
わ
っ
て
い
た
の
で
す

が
、
今
年
は
何
故
か
去
年
よ
り

疲
労
感
倍
増
で
し
た
（
笑
）

　

実
は
、
こ
の
疲
労
感
の
原
因

は
釣
り
大
会
作
業
が
忙
し
く
て

「
あ
お
ち
ゃ
ん
家
」
の
こ
と
が

思
う
よ
う
に
進
ま
な
か
っ
た
ス

ト
レ
ス
が
溜
ま
っ
た
も
の
だ
と

思
わ
れ
ま
す
。

左▶鮎釣り大会終了後の実行委員及び当日スタッフによる記念撮影。疲労困憊ながらも笑顔を見せる青樹隊員の表情からは、無事に大会が終了したこと
による安堵感がうかがえます。（前列右端）／右▶「あつまり処あおちゃん家」の看板が設置され、９月６日（金）にいよいよオープンを迎えます。駅
前地域の活性化に期待が寄せられます。

地域おこし協力隊活動日誌　    VOL.24

PROFILE
福山正真【ふくやましょうま】
21歳。山口県山陽小野田市出身。
趣味はYOSAKOI、旅、献血。主
な活動は「ゆず畑」

協力隊員が運営している
Facebook では、隊員の
活動等をさらに詳しく見
ることができます。▶▶

まちの駅やまつりのス
タッフが地域情報などを
発信している。まちの駅
やまつりのＨＰ。　▶▶

　こんにちは、協力隊福山です。

　８月１７日（土）に行われた矢祭町商工会青

年部主催の盆踊り大会にて、僕の地元のお祭り

で出店されている「はしまき」を販売しました。

急遽出店の運びとなったため、準備期間があま

りとれませんでしたが、沢山の方に食べていた

だくことができました。

　１１月３日（日）開催の「やまつり元気祭」

では、ユズのブースを出店し、柚子商品の販売

や PR活動などを予定しています。多くの方に

足を運んでいただき、矢祭柚子がより普及でき

たらと思います。

◀ 8月 17 日に販売した「はしまき」。
中国・九州地方のお祭りの屋台などで
売られている食べ物で、お好み焼きを
薄くし、くるくると箸で巻いて食べや
すくしているものです。

PROFILE
青樹雅実【あおきまさみ】
58歳。神奈川県小田原市出身。
趣味は山菜を探すこと。主な
活動は「やまつりまち・ひと・
みらいづくり協議会事務局、特
産品開発」

「買ってくっぺ便」NEWS

矢祭町の宅配サービス「買ってくっぺ便」

　矢祭町民の買い物応援と地元商店の活性化を目指す
『町民のための町民による手づくりサービス』です。
【利用方法】
　①まちの駅に電話をして無料会員登録をする
　②カタログや電話相談で商品を選ぶ
　③電話（まちの駅：午前 9時～午後 4時）・FAX・メー
　　ルで注文する
　④商品を受け取る（平日 9時～ 11 時までのご注文は
　　14 時～ 16 時にお届け。17 時までは、まちの駅で
　　の受け取りも可能）
【問い合わせ】
　まちの駅やまつり
　☎：0247-57-5659　
　FAX：0247-57-5660
　mail：kattekuppe@yahoo.co.jp

まちの駅で「買ってくっぺ便」の受付などを担当してい
る佐川です。今月のオススメは、『太郎の四季』の野菜
です。残りの暑さも、新鮮な野菜で乗り切りましょう。
みなさんからのご注文をお待ちしております。

p
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図 書 館 だ よ り
library Information

昨年の手づくり絵本コンクール
最優秀賞＆特別賞受賞作品が絵
本になりました

　図書館だけでなく、こども園、
小・中学校、保健センターなど、
町内の一部の施設において閲覧可
能です。ぜひご覧ください。

【一般の部】

「75さいのわたしにゆめがやってきましたの」

みえ こずえさん・作

【家族の部】

「私の育てた黒アゲハ」

橋見優奈さん、かおりさん・作

【特別賞】

「ぎゅうちゃんこきょうへかえる」

たけだ みつひろさん・作

ＰＩＣＫ　ＵＰ
「季節のおはなし会＆えいごであそぼう！」　（矢祭もったいない図書館）
　９月８日（日）午後２時～午後３時
　▶おはなし会と、「えいごであそぼう！」をテーマに開催します。十五夜についての紙
　　  芝居、ミニ工作などの、お楽しみ企画もご用意しています。
　　  「えいごであそぼう！」のおはなしは、町学校英語指導助手、ニコール・ルイーズ・
　　  クレメントさんです。

【９月のイベント】

【今月のコーナー】

【今月の休館日】
毎週月曜日（敬老の日・９月 16 日、秋分の日・９月 23 日は開館）

「敬老の日特集」
　９月１６日は敬老の日。おじいちゃん、おばあちゃんについての
　絵本だけでなく、認知症・介護について考える本、パンフレット
　を集めました。

【10月のイベント】
「赤ちゃんおはなし会」（矢祭もったいない図書館）
　10 月３日（木）午前 10 時～正午
　▶３歳までの乳幼児親子とおなかに赤ちゃんがいるお母さんのためのおはなし会です。

矢祭中３年生が想いの丈
た け

を綴ります
このコーナーでは、毎週月曜日の矢祭中学校全校朝会で３年生を対象に行われている、生徒発表
（生徒が伝えたいこと、その時に感じていること）の一部をご紹介します。（原文のまま掲載）

中学生
日誌Vol.4

Risa Kikuchi

菊池　吏紗
PROFILE
【きくちりさ】
３年1組。バスケ部。好き
な教科は体育・社会。K-POP
ダンスを頑張っている。

「
嫌
に
な
っ
た
は
ず
だ
っ
た
」

　

小
学
校
４
年
生
の
頃
、
私
は
バ
ス

ケ
を
始
め
ま
し
た
。
そ
の
頃
は
、
全

て
が
新
し
い
こ
と
だ
ら
け
だ
っ
た
の

で
、
バ
ス
ケ
と
い
う
競
技
に
夢
中
で

し
た
。

　

中
学
校
に
入
学
し
、
私
は
バ
ス
ケ

部
に
入
部
し
ま
し
た
。
そ
の
時
に
は
、

バ
ス
ケ
を
す
る
こ
と
が
当
た
り
前
に

な
っ
て
い
た
の
で
、
怒
ら
れ
な
い
よ

う
に
、
た
だ
、
プ
レ
ー
を
し
て
い
た

だ
け
で
し
た
。

　

あ
る
日
、「
も
う
や
り
た
く
な
い
。」

な
ど
言
っ
て
い
る
と
、先
生
に
「
じ
ゃ

あ
先
生
が
、
引
退
ま
で
楽
し
か
っ
た
。

や
っ
て
て
良
か
っ
た
と
思
わ
せ
て
や

る
か
ら
。
い
い
。」
と
約
束
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　

大
好
き
だ
っ
た
先
輩
も
引
退
し
、

私
は
部
長
に
な
り
ま
し
た
。
部
長
を

や
っ
て
い
て
気
づ
い
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
、「
自
分
次
第
で
周

り
も
変
化
す
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
、
私
は
笑
顔
で
何
事
に
も

積
極
的
に
行
動
し
ま
し
た
。
す
る
と

み
ん
な
も
楽
し
そ
う
に
バ
ス
ケ
を
し

て
く
れ
て
心
が
温
ま
り
ま
し
た
。

　

で
も
、
人
数
の
関
係
で
中
体
連
に

出
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
不
安

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
時
、
１
年
生

の
２
人
が
一
緒
に
出
て
く
れ
る
こ
と

に
な
り
、
よ
り
一
層
努
力
を
し
ま
し

た
。

　

そ
し
て
、
中
体
連
当
日
。
私
た
ち

は
、
悔
い
が
残
ら
な
い
く
ら
い
全
力

を
出
し
切
れ
ま
し
た
。
先
生
に
あ
い

さ
つ
し
て
も
ら
っ
て
い
る
時
、
涙
が

出
て
き
て
、
続
け
て
き
て
良
か
っ
た

と
、
心
か
ら
思
え
ま
し
た
。
宮
澤
先

生
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
１
年
間
、
何
事
に
も

最
後
と
い
う
言
葉
が
つ
い
て
き
ま

す
。
私
は
こ
の
バ
ス
ケ
部
で
身
に
つ

け
た
翼
で
、
ど
ん
な
壁
も
乗
り
越
え

て
い
き
た
い
で
す
。

「
日
々
の
練
習
か
ら
学
ん
だ
こ
と
」

　

僕
は
サ
ッ
カ
ー
部
に
所
属
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
日
々
の
練
習
で
学

ん
だ
こ
と
を
話
し
ま
す
。

　

県
南
中
体
連
の
大
会
で
は
東
北
中

と
対
戦
し
、
結
果
は
負
け
て
し
ま
い

ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
力
の
差
や
自
分

自
身
の
力
の
な
さ
を
痛
感
し
ま
し

た
。
次
の
日
、
部
活
を
や
る
こ
と
に

な
り
正
直
と
て
も
い
や
で
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
ま
ま
終
わ
る
わ
け

に
は
い
か
な
い
と
思
い
、
次
の
ろ
う

き
ん
杯
の
相
手
で
あ
る
中
央
中
を
意

識
し
、
以
前
よ
り
も
自
分
に
厳
し
く

練
習
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
そ
し
て
、

ろ
う
き
ん
杯
が
行
わ
れ
、
中
央
中
と

対
戦
し
ま
し
た
。
残
り
時
間
10
分
で

２
点
を
取
り
返
し
ま
し
た
が
、
負
け

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

僕
は
、
以
前
よ
り
も
自
分
に
厳
し

く
練
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た

が
、
自
分
に
甘
か
っ
た
の
だ
ろ
う
と

思
い
、
後
悔
し
、
キ
ャ
プ
テ
ン
で
あ

る
責
任
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
最
後
の

大
き
な
大
会
で
し
た
。

　

僕
が
こ
の
２
つ
大
き
な
大
会
を
通

し
て
学
ん
だ
こ
と
は
、
練
習
に
対
し

て
の
自
分
の
甘
さ
で
す
。

　

日
々
、
顧
問
の
先
生
に
、「
練
習

に
対
し
て
の
甘
さ
が
あ
る
」
と
指
摘

さ
れ
た
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

指
導
さ
れ
た
こ
と
を
徹
底
し
て
き
た

つ
も
り
で
し
た
が
、
全
く
直
っ
て
い

な
か
っ
た
こ
と
を
、
ま
た
思
い
知
ら

さ
れ
ま
し
た
。

　

後
輩
た
ち
に
は
、
大
会
で
自
分
た

ち
の
よ
う
に
悔
い
を
残
し
て
ほ
し
く

な
い
の
で
、
こ
の
経
験
を
後
輩
た
ち

に
伝
え
て
い
け
れ
ば
い
い
な
と
思
い

ま
す
。

　

僕
自
身
も
、
こ
の
学
ん
だ
こ
と
を

残
り
の
リ
ー
グ
戦
に
生
か
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
顧
問
の
増
子
先
生
、
後

輩
、
サ
ッ
カ
ー
を
や
ら
せ
て
く
れ
て

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

Yusei Suzuki

鈴木　祐生
PROFILE
【すずきゆうせい】
３年1組。サッカー部。好き
な教科は体育。受験勉強（理
科）を頑張っている。

【問い合わせ】
矢祭もったいない図書館　☎ 46-4646　FAX：57-7500

短
歌　

矢
祭
町
短
歌
会
八
月
詠
草

生
き
る
術
の
多
く
を
学
び
し

終
戦
時
の
絆
深
か
り
し
山
の
分
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

片
野　

税
子

入
梅
が
あ
け
れ
ば
よ
い
が
と
待
ち
お
れ
ば

入
道
雲
が
夏
を
待
ち
く
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

片
野　

盛
好

原
爆
は
人
を
惑
わ
す
悪
魔
な
り

広
島
の
熱
風
長
崎
の
熱
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
本　

義
勝

深
井
戸
の
澄
み
た
る
水
を
手
向
け
た
り

炎
天
の
墓
濡
れ
光
る
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

深
谷　

絹
子

原
爆
を
落
と
さ
れ
て
よ
り
七
十
四
年

世
界
の
平
和
ま
だ
ま
だ
遠
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
川　

典
子

足
の
丈
夫
な
ひ
孫
は
二
歳
の
男
の
子

め
ぐ
り
歩
き
て
い
た
ず
ら
大
好
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
田　

君
江

突
然
の
雷
雨
の
下
を
走
り
抜
け

ワ
イ
パ
ー
越
し
に
見
上
げ
る
青
空

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

星　
　

初
枝

母
の
日
に
娘こ

が
買
い
く
れ
し
洋
ラ
ン
は

今
も
生
き
生
き
造
花
の
ご
と
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
ミ
サ
子

浅
漬
の
茄
子
を
肴
に
縁
側
で

ひ
と
り
酒
酌
む
友
の
命
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

齊
藤　

𠮷
民

久
々
に
友
の
歩
み
に
歩
を
合
わ
せ

ゆ
っ
く
り
歩
む
紫
陽
花
ロ
ー
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
川　

文
江
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友達と一緒にハワイに行ってみたいです。

昔から小さな子どもの世話をすることが好きだった
ので、保育士か幼稚園教諭など、子どもと関わる仕
事に就きたいです。

サッカー観戦です。週末に、中学生と高校生の弟の
試合を見に行ったりしています。

場所ではありませんが、小さい頃から太鼓を叩くこ
とが好きなので、天王祭が好きです。

水郡線で短大に通っているので、本数を増やしてほ
しいです。また、若者が集まってランチを楽しめる
ような場所があるといいなと思います。

これからも感謝の気持ちを忘れずに、自分の夢に向
かって頑張ります。

ワカ
モノ

フェイスaceＦ
子
ど
も
と
関
わ
る
仕
事
に
就
き
た
い

鈴木　七海さん

Ｎ
ａ
ｎ
ａ
ｍ
ｉ
　
Ｓ
ｕ
ｚ
ｕ
ｋ
ｉ

すずきななみ● 19 歳・東舘在住

メッセージ

from結婚支援室（63）

message

次は　松本由羽　さん（小田川）　です。

No.66

●今、一番やりたいことは何ですか？

●将来の夢は何ですか？

●趣味は何ですか？

●町内でお気に入りの場所はどこですか？

●アピールしたいことはありますか？

●町への要望はありますか？

　

８
月
25
日
、
地
域
の
独
身
者
の

結
婚
を
応
援
し
た
い
方
や
自
身
の

子
ど
も
の
結
婚
を
応
援
し
た
い
方

を
対
象
に
、「
親
世
代
向
け
の
結
婚

支
援
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
セ
ミ
ナ

ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
の

結
婚
事
情
や
今
の
独
身
者
が
ど
ん

な
考
え
を
持
っ
て
い
る
か
等
に
つ

い
て
、
県
内
で
結
婚
支
援
活
動
を

し
て
い
る
本
田
さ
ん
と
渡
辺
さ
ん

に
よ
る
講
話
を
聴
き
ま
し
た
。

本
：「
県
南
で
目
立
つ
の
は
婿
取
り

　

に
悩
む
女
性
た
ち
。
好
き
な
人

　

が
い
て
も
長
男
で
あ
れ
ば
親
か

　

ら
許
さ
れ
ず
、
本
人
も
親
や
家

　

に
縛
ら
れ
て
年
数
ば
か
り
が
経

　

っ
て
し
ま
う
。
時
代
は
変
化
す

　

る
も
の
、
家
を
守
る
結
婚
で
は

　

な
く
こ
れ
か
ら
は
子
ど
も
の
人

　

生
を
考
え
て
欲
し
い
」

渡
：「
男
女
の
仲
は
最
大
の
コ
ミ
ュ

　

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。
う
ま
く
い
か

　

ず
婚
活
に
疲
れ
、
結
婚
を
諦
め

　

て
し
ま
う
人
も
い
る
。
支
援
者

　

は
、
独
身
者
の
社
会
環
境
や
仕

　

事
の
悩
み
を
肯
定
し
、
共
感
す

　

る
存
在
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。
伴

　

侶
を
得
る
こ
と
で
人
生
が
豊
か

　

に
な
り
、
子
ど
も
か
ら
孫
へ
と

　

自
分
の
人
生
が
繋
が
っ
て
い
く

　

こ
と
を
伝
え
て
ほ
し
い
」

　

最
後
に
独
身
者
も
支
援
者
も「
諦

め
ず
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
」
活
動
し
て

ほ
し
い
、
と
の
言
葉
が
印
象
的
で

し
た
。
結
婚
支
援
室
で
は
、
親
御

さ
ん
の
相
談
も
受
け
て
お
り
ま
す
。
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矢
祭
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

協
会
事
務
局
長
を
務
め
て
い
る
ニ

ュ
ー
タ
ウ
ン
中
山
在
住
の
室
伏
富

士
雄
さ
ん
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

を
始
め
て
約
７
年
が
経
過
し
ま
し

た
。

　

矢
祭
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

協
会
は
設
立
か
ら
約
15
年
が
経
過

し
、
毎
週
火
・
金
曜
日
の
午
前
９

時
か
ら
午
前
11
時
ま
で
町
営
運
動

場
で
、
第
２
週
の
水
曜
日
は
ふ
れ

あ
い
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
第
４
週
の

水
曜
日
に
は
塙
町
の
湯
遊
ラ
ン
ド

は
な
わ
に
て
、
会
員
61
名
（
男
性

28
名
、
女
性
33
名
）
が
練
習
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
年
間
約
30
大
会
に
参
加

し
て
お
り
、
９
月
10
日
（
火
）
に

は
本
町
で
の
大
会
も
控
え
て
い
ま

す
。

　

室
伏
さ
ん
に
お
話
を
伺
う
と

「
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
、
１
〜

８
ホ
ー
ル
を
２
周
（
２
ゲ
ー
ム
）

し
て
１
試
合
と
な
り
ま
す
。
練
習

は
４
ゲ
ー
ム
行
っ
て
い
て
、
み
ん

な
で
楽
し
く
技
術
等
を
磨
い
て
い

ま
す
。」
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

続
け
て
、「
こ
の
競
技
は
、
い

ろ
ん
な
環
境
要
因
で
結
果
が
変
わ

る
の
で
、
初
め
て
の
人
で
も
上
位

に
入
る
こ
と
が
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ

で
す
。
誰
で
も
す
ぐ
に
楽
し
め
る

と
思
い
ま
す
よ
。」
と
話
し
ま
す
。

　

今
後
に
つ
い
て
、「
ぜ
ひ
、
若

い
方
に
入
会
し
て
い
た
だ
き
た
い

で
す
。
11
月
ま
で
第
４
週
の
火
曜

日
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
体
験

教
室
（
用
具
貸
出
可
）
を
開
催
し

て
い
る
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は

運
動
で
き
る
服
装
で
気
軽
に
い
ら

し
て
く
だ
さ
い
。
私
の
事
務
局
長

と
し
て
の
仕
事
を
引
き
継
い
で
く

れ
そ
う
な
若
い
方
と
プ
レ
ー
す
る

こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。」

と
室
伏
さ
ん
は
後
継
者
の
出
現
に

も
期
待
を
寄
せ
ま
す
。

町営運動場でのグラウンドゴルフを楽しむ会員のみ
なさん。

初
心
者
で
も
大
会
で
上
位
を
狙
え
て

誰
で
も
気
軽
に
始
め
ら
れ
る
ス
ポ
ー
ツ

人矢祭
まちのかがやく人・頑張る人

－ Vol.66 －

室
伏
富
士
雄
さ
ん

PROFILE
【むろふしふじお】ニュータウン中山在住。
73歳。趣味は家庭菜園。朝・夕（約１時間
～１時間30分）のウォーキングが日課。「一
期一会」を大切にしている。

PROFILE
【タキシードやまっぴー】
平成31年 4月号より登場。
頑張っていることは『縁結び』

「ご縁さがし　バスツアー」
日時　9 月 15 日（日）～ 16 日（祝日）
場所　泉崎カントリービレッジ（宿泊）
　　　（西白河郡内をバスで巡る）
料金　男性 8,000 円　女性 4,000 円
対象　男性：25 歳～ 40 歳（県南 9 市町村居住）
　　   女性：25 歳～ 40 歳（居住地問わず）
　　　（詳しくは、チラシを全戸配布します。）

問い合わせは、結婚支援室☎ 46-4884 まで

ふれあいの場創出事業からのお知らせ



TOWN TOPICS
まちの話題 身近な情報を寄せてください。自立総務課総務グループ

TEL ０２４７－４６－３１３１　FAX ０２４７－４６－３１５５

　８月８日（木）、町長室で若鮎チャレンジサポー
ト事業激励金・副賞交付式が行われ、全国高校ダン
スドリル選手権大会に出場する学校法人石川高等学
校２年大木夢乃さんに激励金、学童野球全国大会に
出場する矢祭小学校３年増子煌大くんに副賞が佐川
町長から贈られました。

　８月１日（木）、町長室において若鮎チャレンジ
サポート事業副賞交付式が行われ、和歌山県和歌山
市で開催された全国少年少女レスリング大会３４㎏
級に出場し、準優勝を果たした矢祭小学校５年檜山
惇也くんに対して、佐川町長より励ましの言葉と副
賞が贈られました。

　８月２日（金）、防犯協会東舘支部・石井支部・
矢祭支部の３支部合同による防犯ドッジボール大会
が開催されました。大会は矢祭小学校の全児童を対
象に、町体育センター・矢祭小学校体育館の２会場
に分かれて行われ、各会場ともに熱戦が繰り広げら
れました。

全国大会準優勝の快挙を称え
▶若鮎チャレンジサポート事業副賞交付式

全国大会での活躍を願い交付
▶若鮎チャレンジサポート激励金・副賞交付式

子どもたちの健全育成と非行防止のため
▶３支部合同防犯ドッジボール大会

　８月２６日（月）、宝坂在住の益子源右さんが矢
祭中学校及び矢祭小学校を訪れ、この度亡くなられ
た父、源造さんのご遺志により学校教育の振興と子
どもたちのために役立ててほしいと寄付をしまし
た。また、矢祭町社会福祉協議会に対しても同様の
寄付をしました。

亡くなられた父の遺志により
▶益子源右さん追善寄付

県・東北大会での結果を報告
▶矢祭中学校中体連県・東北大会出場結果報告会

　８月２６日（月）、中体連県・東北大会に出場し
た矢祭中学校の生徒が町長室を訪れ、出場結果を佐
川町長へ報告しました。陸上部２名、女子ソフトテ
ニス部２名、特設水泳部４名がそれぞれの結果を報
告し、入賞者は佐川町長へ表彰状やメダルを披露し
ました。

安全運転を呼びかけ啓発品を配布
▶交通事故防止テント村

　８月１０日（土）、交通事故防止テント村が矢祭
駐在所前の国道１１８号において実施されました。
当日は、交通安全協会矢祭支部のみなさんをはじめ、
棚倉警察署、町交通対策協議会関係者などが大子方
面からのドライバーに対して啓発品等を配布し、安
全運転を呼びかけました。

　８月２5日（日）、２４時間テレビチャリティー
募金が行われました。役場ほか町内３カ所に会場が
設置され、３３９人の募金協力者が訪れました。本
町で集まった募金総額２７１，４４６円は、福島中央
テレビ２４時間テレビチャリティー委員会を通じ、
国内外で支援を必要としている方に送られました。

国内外で支援を必要とする方へ
▶２４時間テレビチャリティー募金

2021



　

恒
例
と
な
り
ま
し
た
「
那
須

九
尾
ま
つ
り
」。
今
年
も
九
尾

に
ち
な
ん
だ
楽
し
い
催
し
物
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
模
擬
店
も

多
数
出
店
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お

越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

９
月
29
日
㈰
午
前
10
時

　

〜
午
後
３
時

内
容　

白
面
金
毛
九
尾
狐
太
鼓

　

の
演
奏
、
九
尾
よ
さ
こ
い
、

　

き
ゅ
ー
び
ー
く
じ
、
九
尾
絵

　

画
作
品
展
、
九
尾
ス
タ
ン
プ

　

ラ
リ
ー
、
九
尾
み
こ
し
、
町

　

制
65
周
年
記
念
特
別
ス
テ
ー

　

ジ
等

場
所　

那
須
町
余
笹
川
ふ
れ
あ

　

い
公
園

※
当
日
会
場
内
に
は
駐
車
場
が

　

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
臨
時
駐

　

車
場
・
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

　

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。な
お
、

　

台
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

　

で
、
乗
り
あ
わ
せ
で
お
越
し

　

い
た
だ
く
か
、
黒
田
原
駅
か

　

ら
も
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
が

　

出
て
い
ま
す
の
で
、
電
車
を

　

ご
利
用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

　

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

那
須
九
尾
ま
つ

　

り
実
行
委
員
会
事
務
局
（
町

　

観
光
商
工
課
内
）
☎
０
２
８

　

７
‐
７
２-

６
９
１
８

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に

は
、
納
付
書
の
納
付
の
他
に
口

座
振
替
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

納
付
が
あ
り
ま
す
。口
座
振
替
・

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
を
利

用
す
る
と
、
継
続
的
に
納
付
で

き
、
手
間
が
な
く
納
め
忘
れ
を

防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、

国
民
年
金
保
険
料
を
前
納
（
前

払
い
）
す
る
こ
と
で
、
割
引
が

受
け
ら
れ
る
ほ
か
、
納
め
忘
れ

の
心
配
が
な
く
な
り
ま
す
。
納

付
の
手
続
き
は
、
お
住
ま
い
の

市
町
村
、
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

も
し
く
は
年
金
事
務
所
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

納
付
例　

毎
月
納
付
▼
１
６
，

　

４
１
０
円
（
平
成
31
年
度
）

　

×
12
カ
月
＝
１
９
６
，
９
２

　

０
円
／
１
年
分
前
納
現
金
納

　
付
▼
１
９
３
，４
２
０
円（
３
，

　

５
０
０
円
割
引
）
／
１
年
分

　

前
納
口
座
振
替
▼
１
９
２
，

　

７
９
０
円
（
４
，
１
３
０
円

　

割
引
）

問
い
合
わ
せ　

ね
ん
き
ん
ダ
イ

　

ヤ
ル
☎
０
５
７
０
‐
０
５
‐

　

１
１
６
５
／
白
河
年
金
事
務

　

所
国
民
年
金
課
☎
０
２
４
８

　

‐
２
７
‐
４
１
６
１

　

主
に
成
人
に
対
し
て
の
心
肺

蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方

法
、
止
血
法
、
異
物
除
去
法
を

学
ぶ
救
命
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

日
時　
令
和
元
年
10
月
12
日（
土
）

　

午
前
９
時
〜
正
午

場
所　

棚
倉
消
防
署

問
い
合
わ
せ　

棚
倉
消
防
署
☎

　

０
２
４
７
‐
３
３
‐
４
５
２

　

２

　

厚
生
労
働
省
福
島
労
働
局
か

ら
の
お
知
ら
せ
で
す
。
働
き
方

改
革
関
連
法
が
成
立
し
、
令
和

２
年
４
月
１
日
よ
り
パ
ー
ト
タ

イ
ム
・
有
期
雇
用
労
働
法
が
施

行
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、

事
業
主
・
人
事
労
務
担
当
者
等

向
け
に
、
県
内
４
会
場
で
、
関

連
法
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
福
島

労
働
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
左
記
問
い
合

わ
せ
先
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

開
催
日　

９
月
11
日
（
水
）
▼

　

福
島
県
青
少
年
会
館
／
９
月

　

19
日（
木
）▼
ア
ピ
オ
ス
ペ
ー

　

ス
／
９
月
24
日
（
火
）
▼
い

　

わ
き
新
舞
子
ハ
イ
ツ
／
10
月

　

２
日（
水
）▼
ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ

　

ト
ふ
く
し
ま

開
催
時
間　

各
会
場
と
も
午
後

　

１
時
30
分
〜
午
後
４
時

問
い
合
わ
せ　

福
島
労
働
局
雇

　

用
環
境
・
均
等
室
☎
０
２
４

　

‐
５
３
６
‐
４
６
０
９

　

９
月
〜
10
月
は
、
自
動
車
点

検
整
備
推
進
運
動
重
点
実
施
期

間
と
な
っ
て
い
ま
す
。
長
く
ご

使
用
の
車
に
は
、
細
や
か
な
ケ

ア
が
必
要
で
す
。
定
期
点
検
を

実
施
し
て
車
の
不
具
合
を
減
ら

し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　

国
土
交
通
省
東

　

北
運
輸
局
福
島
運
輸
支
局
☎

　

０
２
４
‐
５
４
６
‐
０
３
４

　

２
／
福
島
県
自
動
車
適
正
使

　

用
推
進
協
議
会
事
務
局
☎
０

　

２
４
‐
５
４
６
‐
３
４
５
１

募
集
種
目　

防
衛
大
学
校
学
生

　
（
一
般
）

受
付
期
間　

９
月
５
日
（
木
）

　

〜
９
月
30
日
（
月
）

試
験
期
日　

１
次
▼
11
月
９
日

　

・
10
日
／
２
次
▼
12
月
10
日

　

〜
13
日

試
験
会
場　

受
付
時
に
通
知

入
隊
時
期　

令
和
２
年
４
月

行事＆お知らせ

情報局情報局
案　
　

内

那
須
町
制
65
周
年
記
念

第
17
回
那
須
九
尾
ま
つ
り

救
命
講
習
会
を

開
催
し
ま
す

問
い
合
わ
せ　

自
衛
隊
福
島
地

　

方
協
力
本
部
白
河
地
域
事
務

　

所
☎
０
２
４
８
‐
２
４
‐
０

　

３
７
２

　

年
金
事
務
所
の
窓
口
で
は
、

待
ち
時
間
な
く
ス
ム
ー
ズ
に
ご

相
談
お
手
続
き
い
た
だ
け
る
よ

う
ご
予
約
を
お
願
い
し
て
お
り

ま
す
。
ご
自
身
の
年
金
請
求
手

続
き
や
年
金
額
に
関
し
て
の
相

談
、
ご
家
族
が
亡
く
な
ら
れ
た

際
の
手
続
き
等
、
す
べ
て
の
相

談
に
つ
い
て
ご
来
所
の
際
は
、

必
ず
ご
予
約
の
う
え
ご
相
談
を

お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
年
金

事
務
所
へ
ご
来
所
い
た
だ
く

前
々
日
ま
で
に
ご
予
約
を
お
願

い
し
ま
す
。
な
お
、
ご
連
絡
の

際
は
、「
基
礎
年
金
番
号
」
の

分
か
る
年
金
手
帳
や
年
金
証
書

を
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

受
付
時
間　

月
曜
日
〜
金
曜
日

　

の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

　

時
15
分

問
い
合
わ
せ　

日
本
年
金
機
構

　

予
約
受
付
専
用
電
話
☎
０
５

　

７
０
‐
０
５
‐
４
８
９
０

　

白
河
司
法
書
士
総
合
相
談
セ

ン
タ
ー
で
は
不
動
産
登
記
や
会

社
登
記
、
相
続
・
遺
言
、
多
重

債
務
、
少
額
の
裁
判
、
成
年
後

見
等
に
関
す
る
法
律
相
談
を
行

い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す

が
、
事
前
に
予
約
を
お
願
い
し

ま
す
。
ま
た
、
緊
急
を
要
す
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
最
寄
の
相

談
員
を
紹
介
し
ま
す
。
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
。

開
催
日　

10
月
３
日
（
木
）

時
間　

午
後
５
時
〜
午
後
８
時

場
所　

マ
イ
タ
ウ
ン
白
河
（
白

　

河
市
本
町
２
番
地
）

予
約
・
問
い
合
わ
せ　

☎
０
１

　

２
０
‐
８
１
‐
５
５
３
９（
平

　

日
午
前
10
時
〜
午
後
12
時
30

　

分
、
午
後
１
時
30
分
〜
午
後

　

４
時
）

相　
　

談

　今年も様々な夏祭りにお邪魔して取材を
させていただきました。どのお祭りでも感
じたことは、地域の方や主催者の方々の努
力によってたくさんの人が訪れ、盛り上が
りを見せているということでした。各地域
のお祭りの伝統がここまで受け継がれてき
たのは、そういった人たちの尽力があった
からこそだなと改めて思いました。今後も
この伝統が続くことを願っています。ご尽
力されたみなさんお疲れ様でした。　　（海）

人　口 ５,７３７人（－   ３）
男 ２,８１１人（－   １）
女 ２,９２６人（－   ２）
世　帯 ２,０８７世帯（±   ０）

人の動き
8月１日現在の住民基本台帳より

（　）内は前月比

亡くなられた方 年齢 届出者 没月日 地 区
豊田　　実 64 喜昭 7 / 26 大　垬
近藤　トキ 87 美幸 7 / 29 下関河内
石井マサエ 80 好美 8 / 2 内　川
益子　源造 87 源右 8 / 3 宝　坂
佐藤　タツ 90 孝信 8 / 5 宝　坂
緑川　イネ 94 伸一 8 / 6 東　舘
薄井　きゑ 95 晋三 8 / 10 宝　坂
樽　あけみ 69 一雅 8 / 18 山　下
金澤　ツマ 92 邦芳 8 / 21 東　舘
鈴木　とく 92 正 8 / 25 東　舘
松本　フサ 89 芳郎 8 / 28 下石井

●お悔み申し上げます（敬称略）

●あとがき

「火事・救急・救助は119番」
　　 問　棚倉消防署矢祭分署
　　　　  ☎ 46―2119

令和元年度危険物安全週間推進標語
「無事故への　構え一分の　隙も無く」

　9月 9日は「救急の日」です。これは、住民の皆さんにも救急医療
に興味・関心を持ち、正しい知識を身につけて頂くために定められま
した。近年、全国的に救急の件数が増え続けていますが、半数以上が
病院での診断の結果、軽症と診断されています。現在、救急車を呼ぶ
と現場に最も近い救急車が駆けつけますが、「病院で待たずに受診でき
る」「交通手段がない」など、緊急性のない利用が増えると、本来近く
から駆けつけるはずの救急車が出動してしまい、到着するまでの時間
が延びてしまいます。本当に救急車を必要とする人のため、救えるは
ずの命を救うため、救急車の適正な利用を心がけてください。

●町内火災・救急件数
（平成31年1月1日～8月15日）

火災件数　 ４件
救急出動　 154 件

消防分署からのお願い
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赤ちゃんの名前 誕生月日 保護者 地 区
角田龍

り ゅ う の す け

之輔 7/28 雅弥 ・ 絵理香 東　舘

菊池　光
こ う き

希 8/21 一徳 ・ 三枝 戸　塚

●赤ちゃん誕生おめでとう（敬称略） 国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
方
法
が
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べ
ま
す

防
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学
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学
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を
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予
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金
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間
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2223

固定資産税▶３期
国民健康保険税▶４期
介護保険料▶４期
後期高齢者医療保険料▶２期
納期限（口座振替日）▶９月３０日（月）

●今月の納税



　関岡在住の齊藤さんご家族。ご両親は２人のお子さんに「兄妹仲良く、人に
優しくできる子に育ってほしい。」と願っています。琉音くんと琉依奈ちゃんそ
れぞれの性格について伺うと「琉音は、本が大好きでおっとりとした性格。琉
依奈は、泥遊びなどアウトドア派なおてんば娘です。」と千秋さんが教えてく
れました。また、２人にまつわるエピソードを伺うと「琉音は、本当に本が好
きなので車の中でも読んでいるのですが、車酔いをしてしまうんです。いくら
注意しても酔いながら読んでいるので少し心配です。琉依奈は、メルちゃん人
形の世話をしたいようなのですが、だいたいメルちゃんが裸にされてしまって
います。私が気づいて服を着せても、最後には裸にされて琉依奈におんぶされ
ています。」と千秋さんは微笑みます。そんな２人の成長を見守りながら、健
一さん、千秋さんはこれからも明るい家庭を築きます。

月情報カレンダー
［省略］
○…当番医　山開…山村開発センター　舘山…舘山荘
塙…塙厚生病院　ユ…ユーパル矢祭　保セ…保健福祉センター9

家族と一緒に
Interview With the f amily

お子さん　齊藤琉
れおん

音くん（7）　琉
れ い な

依奈ちゃん（3）
お父さん　健一さん　　お母さん　千秋さん　

【関岡在住】
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東舘温泉ユーパル矢祭

発行 /（一財）矢祭振興公社
☎ 0247-46-4300

※ユーパル矢祭では、下記のとおり３５０円で入浴できる日帰り温泉券を配布いたしますので切り取ってご利用ください。

上記の金額で御利用できます
曜日・時間の区分はありません
有効期限：令和元年 10 月 31日まで
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東舘温泉ユーパル矢祭

発行 /（一財）矢祭振興公社
☎ 0247-46-4300

上記の金額で御利用できます
曜日・時間の区分はありません
有効期限：令和元年 10 月 31日まで
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東舘温泉ユーパル矢祭

発行 /（一財）矢祭振興公社
☎ 0247-46-4300

上記の金額で御利用できます
曜日・時間の区分はありません
有効期限：令和元年 10 月 31まで
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日 月 火 水 木 金 土
8 9 10 11 12 13 14

●３か月児健康診査
　    塙（13：00～13：15）

●元気づくり教室
　舘山（14：00～ 15：00）

●運動教室
　保セ（10：00～11：00）

○車田病院☎43-1019 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

15 16 17 18 19 20 21
●敬老会
　ユ（受付8：00～9：30）

●運動教室
　保セ（10：00～11：00）

●２歳児歯科健診
　    保セ（13：00～13：10）

○おおひら整形外科クリニック☎33-9468 ○塙厚生病院☎43-1145 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

22 23 24 25 26 27 28
●矢祭読書の日 ●元気づくり教室

　舘山（14：00～ 15：00）
●運動教室
　保セ（10：00～11：00）
●マミーサロン
　保セ（10：00～15：00）

●乳がん検診
　保セ（9：30～10：30）
　　   （13：30～14：30）

○木村医院☎46-3528 ○あらまちクリニック☎33-8018 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

29 30 10/1 2 3 4 5
●乳がん検診
　保セ（8：30～9：30）

●家族の相談会
　    保セ（13：00～16：00）

●運動教室
　保セ（10：00～11：00）

●１歳 6か月児健康診査
　    保セ（13：00～13：10）

○つちやクリニック☎43-2250 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

6 7 8 9 10 11 12
●心の健康相談会
　    保セ（13：00～16：00）

●運動教室
　保セ（10：00～11：00）

○東舘診療所☎46-2312 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ


